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１，はじめに

3「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

研究背景
近年,職業能力の標準的な基準（以下「能力の標準」）

に基づいた教育訓練のカリキュラムを設定する動向がある

１、はじめに

4「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成
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大学のDP（卒業認定方針）整備の動き

・「我が国の大学が掲げる教育研究の目的などは総じて抽
象的」と課題を指摘 中央教育審議会答申（2008.12）

・DPの公開の義務化 学校教育法施行令の改正（2017）

→科目とDPの「一体性・整合性を強く求める」

・分野別DP設定のため
◦日本学術会議により「参照基準」の提示

◦JABEE認定の活用
（ 国際的に通用する技術者の育成が目的）

「能力の標準」

１、はじめに

5「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

各大学にはDP（卒業認

定）専用ページがある（大

分大学HPより）

6「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成
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職業訓練での必要性
職業能力開発促進法施行規則→カリキュラム

・「応用課程の考え方」との関係？

・「能力の標準」（「職業能力の体系」等）との関係？

→社会が求める能力を育成していることを示す必要性

１、はじめに

7「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

研究目的
① 「能力の標準」（本報告は職業能力の体系）と

建築施工ｼｽﾃﾑ技術科(以下「建築技術科」)の

ｶﾘｷｭﾗﾑの整合状況を明らかにする

② 不整合の場合,その理由

整合させるための課題を整理

１、はじめに

8「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成
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2. 大分大学 創生工学科 建築学ｺｰｽの事例

（大分大学HPより）

9「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

DP設定の「能力の標準」活用状況

・建築に関連する学科122ｺｰｽを対象

・参照基準だけを活用→０ｺｰｽ

・JABEE認定を活用→5ｺｰｽ

大分大学 理工学部 創生工学科 建築学ｺｰｽ

(以下「建築学ｺｰｽ」)

2. 大分大学 創生工学科 建築学ｺｰｽの事例

10「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成
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建築学ｺｰｽの
DPと「能力の標準」との関係（大分大学HPより）

JABEE認定（能力の標準）
日本建築学会
（能力の標準）

DP

2. 大分大学 創生工学科 建築学ｺｰｽの事例

11「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

学習・教育到達目標

学習・教育
到達目標

授業科目

(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) (i)

A 〇 〇 ◎ 〇 〇

B ◎ 〇 〇 〇

C ◎ 〇 〇

D ◎ ◎ 〇 〇

E 〇 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

F ◎ ◎ 〇

G ◎ ◎ 〇

H 〇 ◎ ◎

I 〇 ◎

J ◎

学
習
・
教
育
到
達
目
標

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

建築環境工学演習 〇 〇 〇 〇

構造力学１ 〇 〇 〇 〇

該当分野において必要とされる
専門的知識とそれらを応用する能力授業科目

（大分大学HPより）

12「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

大分大学DP
１．専門知識・技能の活用
２．コミュニケーション能力
３．創造的問題解決力
４．社会的責務と倫理
５．地域発展・人類福祉

への貢献
６．生涯学習力

日本建築学会
（能力の標準）

DP→JABEE認定

（能力の標準）
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DPと目標と評価方法の整合
（建築環境工学演習シラバスより）

DP等の対応 1 2 3 4 5 6

目標1 〇 〇 〇 〇

目標7 〇 〇 〇

具体的な到達目標

建築環境⼯学2に関連する課題と⽬標を設定し、その意義について説明できる。
他班の班員達が⾃班の作業内容を理解し議論が可能となるためのプレゼンテー
ション資料を作成できる。

評価方法 割合
目
標
１

目
標
７

中間発表 40% 〇 〇
最終発表 40% 〇 〇
ﾚﾎﾟｰﾄ
(作成資料)

20% 〇

A

B

C

2. 大分大学 創生工学科 建築学ｺｰｽの事例

13「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

DP

「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

14

「建築環境工学」 ３科目による
一体的な能力育成（大分大学HPより）

科目 DP等の対応 1 2 3 4 5 6

目標2 〇

目標4 〇

目標5 〇 〇

目標3 〇

目標3 〇

目標7 〇 〇

目標4 〇 〇 〇

目標5 〇 〇 〇

目標6 〇 〇 〇

目標9 〇 〇 〇 〇

具体的な到達目標

実験等で使用する機器の特性を理解し適切に使用することで科学的
データを取得できる。

パソコン等を使用してデータを処理、分析し、科学的な結果を得ること
ができる。

他班のプレゼンテーションを聞き、科学的な議論ができる。

建築環境工学
演習

建築環境工学２

建築環境工学１

熱移動現象の基礎：熱移動プロ セス(伝導・ 対流・ 放射)の工学的理
解と 熱貫流計算法の習得

湿気と 結露：壁体表面や内部で生ずる結露問題の発生メ カ ニ ズム
の把握と 結露判定法の習得

快適環境：人体の生理反応の工学的理解と 熱的快適性評価方法の
理解

音の測定と評価について建築や都市との関連から説明できる。

吸音と 遮音，デシベル計算について 建築や都市と の関連から 説明
できる。

騒音と騒音制御について建築や都市との関連から説明できる。

得られた結果を加工して、論理的な議論を行うための論理的な資料
を作成できる。

１：専門
的知識

２：ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ能力

４：社会
的責任

６：生涯
学習力

2. 大分大学 創生工学科 建築学ｺｰｽの事例
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大学の取組のまとめ
「DP」「能力の標準」「科目」「科目の目標」「評価方法」が

一貫するように計画している

2. 大分大学 創生工学科 建築学ｺｰｽの事例

15「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) (h) (i)

A 〇 〇 ◎ 〇 〇

B ◎ 〇 〇 〇

C ◎ 〇 〇

D ◎ ◎ 〇 〇

E 〇 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ ◎

F ◎ ◎ 〇

G ◎ ◎ 〇

H 〇 ◎ ◎

I 〇 ◎

J ◎

学
習
・
教
育
到
達
目
標

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

建築環境工学演習 〇 〇 〇 〇

構造力学１ 〇 〇 〇 〇

該当分野において必要とされる
専門的知識とそれらを応用する能力授業科目

JABEE認定
（能力の標準）

日本建築学会
（能力の標準）

DP

学習・教育到達目標

授業科目

DP

科目の目標

科目の目標

評価方法

3. 応用課程 建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の事例

3.1. 「能力の標準」とｼﾗﾊﾞｽの整合方法

（九州職業能力開発大学校HPより）

16「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

15
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「職業能力の体系（以下「体系」）」
から214の標準を抽出

「中堅建設業の現場管理業務等」の職務を念頭に育成

→体系の職務「総合施工計画」と「工種別施工計画」から抽出

3.1. 「能力の標準」とｼﾗﾊﾞｽの整合方法

17「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

214

3.1. 「能力の標準」とｼﾗﾊﾞｽの整合方法

18「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

17

18
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シラバスから270の標準を抽出
科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

授業科目に対応する業界・仕事・技術

総合建設業における施工管理業務
工務店（住宅）における施工管理業務
設計事務所における生産管理業務

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

建築施工管理において労働安全衛生法
に基づく安全、衛生及び作業環境につ
いての管理並びに推進技術を習得す
る。

安全衛生管理体制、安全衛生について知っている。

安全衛生推進活動ができる。

ＫＹＴやＴＢＭができる。

リスクアセスメントを知っている。

ヒヤリハット報告ができる。

足場計画と組立て・解体作業ができる。

安全管理ができる。

担当教員 教室・実習場 備考

必修

訓練支援計画書（シラバス）

3期 2 2専攻実技

安全衛生管理実習

建築施工システム技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 応用課程

安全衛生管理実習教科の区分

教科の科目

3.1. 「能力の標準」とｼﾗﾊﾞｽの整合方法

19「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

270

3.1. 「能力の標準」とｼﾗﾊﾞｽの整合方法

20「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

19

20
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シラバス体系

完全一致

内容一致

テーマ一致

項目

体系不一致(体系だけに記載の能力)

体系一致
　　(体系とシラバスに記載の能力)

シラバスだけに記載の能力

職
業
能
力
の
体
系

3.1. 「能力の標準」とｼﾗﾊﾞｽの整合方法

21「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

129 44.0%

85 29.0%

完全一致 24 8.2%

内容一致 36 12.3%

テーマ一致 25 8.5%

79 27.0%

項目 数 ％

体系不一致(体系だけに記載の能力)

体系一致
　　(体系とシラバスに記載の能力)

シラバスだけに記載の能力

職
業
能
力
の
体
系

3.2.整合結果

22「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

体系
不一致

一致

ｼﾗﾊﾞｽ
だけ

4割

3割

3割

21

22
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4. 考察

23「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

考察１：大学の取組
・大学は一貫して体系的に計画していること.

「能力の標準」（DP、JABEE、日本建築学会）「科目の目標」、「評価方法」どの科
目で,どう育成して,どう評価するかが一貫している

・応用課程では,一致させる記述がない.

「能力の標準」（職業能力の体系等）「応用課程の考え方」,専門課程との連携,
科目の目標や評価方法等の各種ノウハウの一体性、整合性の必要性

4. 考察

24「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

23

24
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考察２：

「体系（能力の標準）」と応用課程のｶﾘｷｭﾗﾑ
を整合する４つのメリット

１，社会が必要とする能力と職業訓練との関係が明確になる

２ ，ｶﾘｷｭﾗﾑ検討時に,重視すべき価値基準を

体系との一貫性に集約できる

３ ，体系は細かな基準で捉えているので,学習すべき目標や内
容を高精度に把握できる （ JABEE16項目ｖｓ体系214項目）

４ ，体系の活用で,「体系」と「科目の目標」の整合だけで一貫
性を確保できる

（大学は「DPと科目」「DPと学習・教育到達目標」「学習・教育到達目標と
JABEE基準」「科目と目標」すべての整合）

4. 考察

25「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

5. 今後の予定
「能力の標準」に整合させた

ｶﾘｷｭﾗﾑ実施を行う課題を整理する.

５. 今後の予定

26「能力の標準的な基準」に基づく応用課程
建築施工ｼｽﾃﾑ技術科の人材養成

25

26


